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内面 へ のバ ロ ック

一 ミル ト ン と レ ン ブ ラ ン ト(2)一

森 道 子

要 旨

マ リオ ・プラーツの言葉 を借 りると 「同時代 を生 きた芸術家たちには同 じ力が働

く」。それは全 く、17世 紀 イギ リスの詩人ジ ョン ・ミル トンとオランダの画家 レンブ

ラン トに当てはまる。反宗教改革のキャンペー ンであるバロ ック様式 は、 カ トリック

の神の図像や祭壇画など絢燗豪華で ドラマティックな外面性 を顕示する作 品を産み出

した。 ミル トンとレンブラン トに共通の制作態度はバロ ック様式 を内面へ 向けさせ た

ことである。カルヴ ァンの 「神 を視覚像にするいかなる試み も否」 とい う厳 しい規制

に則 り、聖書の記述のみに忠実なプロテスタン トとしての制作方法に拠る。二人はそ

れぞれ言語、色彩 ・線によって、描写 しがたいほど神聖なものの描出に挑戦 した。〈父

なる神〉 と天使 を主題 とする二人の作品の比較分析 に続 き、本論では 〈子 なる神〉イ

エスに関す る表象 を二人の作品に検証する。 ミル トンもレンブ ラントも 〈子 なる神〉

を霊的存在 と人問存在 とに描 き分 けている。

キ ー ワ ー ド 光 、 影 、 暗 闇 、 内 な る 目、 子 な る 神 イ エ ス

17世 紀の同時代人 としてミル トンとレンブラントが、バロ ックという反宗教改革と

カ トリック(特 にイエズス会)が 芸術分野においても圧倒的勢力 を持つ中にあって、

改革側のプロテス タントとして、詩 と絵画の分野で達成 した作品とその追求態度には

並 々な らぬ類似点、共通点が見いだされる。

同時代の詩人と画家の比較研究 はしばしば行 われてきた。その一例 に、マ リオ ・プ
(1>

ラ ー ツ(MarioPraz)の 分 析 が 挙 げ ら れ よ う。 彼 は 「ミ ル トン と プ サ ン」 に お い て 、

ミ ル ト ンの 初 期 の 詩 『コ ウ マ ス 』(Comas)や 「リ シ ダ ス 」(`Lycidas')に 、 フ ラ ンス

の 画 家 ニ コ ラ ・プ サ ン(NicholasPoussin,1594-1665)の 絵 画 と の 類 似 性 を 指 摘 す る 。
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プ サ ン も ミ ル ト ン と ほ ぼ 同 時 代 人 で 、 プ ラ ー ツ は"showingthesameforcesatwork

inartistsbelongingtothesamephaseofhistory"の 意 義 を唱 え る 。 二 人 は 創 作 活 動

の 早 い 時 期 に イ タ リ ア の 影 響 を受 け て い て 、 プ サ ンの ほ う は 生 涯 の 大 半 を ロ ー マ で 送

る 。

IdonotthinkIamforcingtheparallelinputtingthepoetof五'A〃 θg70and刀1)θ 〃∫θ70∫o,

Comus,五ycidas,Epitaphiurn∠)an20nissidebysidewiththepainteroftheBacchanals.

Bothstartinamoodofbaroqueexuberance.Milton's御 規 πon伽Mo7〃Z〃gofChrist's

翫 伽 め ノissuffusedwith`warmcoloursthatsuggestItaly'.TheremarkisMr.Tillyard's

(Milton,35),whofindssomethingdistinctlybaroqueabouttheornatefigureofPeacein

thethirdstanzaofthehymn.Milton's`meek-eydPeace',

WithTurtlewingtheamorouscloudsdividing,

Andwavingwidehermyrtlewand

(z>

has,infact,allthemorbidezzaofafemalefigureofCorreggio.

プ ラ ー ツ は、 ミル ト ン と プ サ ン の 作 品 に 共 通 す る 「壮 大 と厳 粛 」("Magnificence

andgravity")と 「壮 麗 」("pageantry")を 探 る こ と に よ り、 ミ ル ト ン の 初 期 の 作 品

(3)

に外面へのバロック性が見 られることを示唆する。

一方、 ヨーゼ フ ・ガン トナーはその著 「レンブラン ト とクラシック形式の変遷』

において、レンブラ ントとニコラ ・プサ ンの作品 を比較 して、次の ように言 う。

レ ンブ ラ ン トが い か に晩年 の ルーベ ンスの 世界 か ら遠 ざか り、何 よ りも また同 時代 で主

題 的 に も比較 し うるフ ラ ンス 人 たち の作 品か ら隔 た って い るか を認識 させ る。 … …す なわ

ち プサ ンの場 合 には、 ルーベ ンス に よ って準備 せ られ て、 秘蹟 の象 徴 的表現 にお け る完 全

に代 表的 な 固定化 が あ り、 レ ンブ ラ ン トにあ っ ては い まや 、彼 自身の幾 つ か の作 品 に準 備

(4)
せ られて 、聖書 が叙 述す るその最 後 の劇 的 な瞬間へ の極 度 の先鋭 化 があ る。

プサ ンはルーベ ンスの線上にあ り、 レンブラントとの違いはルーベ ンスとレンブラ

ン トとの相違に等 しい。 ルーベ ンスはバ ロック様式の代表者である。バ ロック様式 は
キ ャ ン ペ 　 ン

反宗教改革派(カ トリック)の 啓蒙宣伝活動であ り、〈神〉の絵画 は祭壇画 などを中

心 に、観 るキ リス ト者が絵画 と一体化 で きるような 「芝居 じみた」(theatrical)「 ド

ラマテ ィック」(dramatic)な 作品が制作 された。聖書 を超越 したカ トリックの伝承

に基づいて、画家たちは想像力 を駆使 して 〈神〉 を描 き出した。外面へ向かって華や

かに誇示するバロックである。その潮流にあって、 ミル トンもレンブラン トもプロテ
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スタン ト精神に基づ く異質な作品、聖書の記述 に忠実な作品を制作する。バロ ックを

内面化する ものである。サイモ ン ・シャーマは レンブラントとルーベ ンスを次の よう

に比較分析する。

ルーベ ンスで は行動 と反動 に力 点 があ り、 レンブ ラ ン トの作 で は瞑想 と 目撃 行為 が前 に

出て 、 これ こそ正 しい カル ヴ ァン派 の対応 で あ った。 ル ーベ ンス 原画 で は救 世 主 と直 に肉

体 的接 触 を持 た ない 者 が い な い。主 の 体 に触 れ、主 の 血 に 塗 れ る。 レン ブ ラ ン トの絵 で

(5)
は、 これ ら行 動す る人間 が見 る人 間(気 絶 す る人 間、怖 じ煉 む人 間)に 取 っ て代 わ られ る。

イタリア経験 に重要な影響 を受 けたプサン、 ミル トン、ルーベンス と異 な り、 レン

ブラン トは師ハイヘ ンスにイタリア行 きを強 く勧め られても、頑 として拒絶 し、オラ

ンダ国内に留 まるが、それは先人や同時代の巨匠たち(レ オナル ド、ラファエロ、 ミ

ケランジェロ、コレッジョ、ティツィアーノ、ルーベ ンス ら)に 学ばなかった という

ことではない。特に、ルーベ ンス形成 に重要な役割 を果たしたティツィアーノはレン
(6)

プラン トの成熟 にも、劣 らず不可欠だった。

レンブラントの若 き日の作品はこのような先人たちの影響 を受 け、1628年 の 「エマ

オの夕餐」や 「ラザ ロの復活」(1630)の ような劇的なエ ピソー ドを画題 として、 ド

ラマティックな外面的バ ロック性 を見せている。 しか し、プサ ンやルーベ ンスには見
キ ア ロ ス ク 　 ロ

られない光 と明暗対照法 をすでに活用 し、独 自の効果をあげている。

ミル トンも創作の早い時期か ら、光 と闇に深い関心 を持ち、キアロス クーロを活用

する。初期の詩 「キリス ト降誕の朝に」はすでにミル トンの関心が色彩 よりも明暗に

あることを明示 しているし、 『コウマス』 にも光 と闇の交錯が顕著 である。(`Nativity

Ode'109-11)(Cornus125-30;380-84)

Butpeacefulwasthenight

WhereinthePrinceofLight

Hisreignofpeaceupontheearthbegan: (`NativityOde'61-63)

Unmuffleyefaintstars,andthoufairmoon

Thatwont'sttolovethetraveller'sbenison,

Stoopthypalevisagethroughanambercloud,

AnddisinheritChaos,thatreignshere

Indoublenightofdarkness,andofshades; (Corpus330-34)
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ミル トンもレンブラン トも、当然、光 と闇が聖書 を貫 くテーマであることを熟知 し

ていたはずである。旧約聖書の冒頭 「創世記」第1章2-3節(「 闇が深淵の表にあ り、

神 の霊が水の表を動いていた。神 は言われた。『光あれ。』 こうして、光があった。」)

か ら新約聖書の最終 「ヨハネによる福音」第1章5節(「 光は暗闇の中で輝いている。

暗闇は光 を理解 しなかった。」)に 至るまで、光 と闇は主要テーマである。聖書 に忠実

に表現するということは、 自ずか ら、光 と闇の世界に入 ることである。

ガン トナーはルーベ ンス とレンブラントの 「十字架を建てる」 と 「十字架か ら降ろ

す」 とい う同テーマの絵画を挙げて、外面へのバロ ックと内面へのバ ロックを対比す

る。

ル ーベ ンスの宗 教美 術 に関 す る我 われ の表象 は躊 躇 な く、 ア ン トウェル ペ ンの聖 堂 にあ

る初期 の 傑作 に基 づ くこ とが で き る。 そ れ らの作 品 は、 さな くと もカ トリ ックの祭 壇美 術

の長 い伝 統 に担 われ てい るの で あ る。 レ ンブラ ン トの 宗教 美術 は しか し、 それ が いか にい

ち じる しくその偉 大 な フ ラン ドル人 の作 品 に関す る知 識 を洩 らす に もせ よ、福 音書 の世 界
(7)

に属す る。 そ の世界 は、 い まや ようや くそれ に固有 の表 出 を求 め よ うとす るので あ る。

ア ン トウ ェルペ ンな るルー ベ ンス の、力 強 い、豊 満 な感性 的生命 に傾 倒 す る姿 …… それ

に対 して ア ムス テル ダ ムな る レンブ ラ ン トの よ り繊 細 な、 霊妙 な、あ らゆる外 的 な効果 か

ら遠 ざか って い く姿 が際 立 ち、 そ の対 照 が絶 え ず増 大 した。 「ルー ベ ンスは まった く外 に

あ り、レ ンブ ラ ン トは まった く内 にあ る」 とそ の当 時、最初 の レンブ ラ ン ト心 酔者 の一 人、
(8)

ビ ョル ジェ=ト レが 、そ の新 た な評 価 を要約 した。

レオナル ドの 「最後の晩餐」 を研究 した ものの、晩餐のテーマを創作 しなかった レ

ンブラントは、外面へのバロ ックに執着 して描 くルーベンス と異 な り、内面の核心へ

集 中する。ルーベ ンスはまった く 「外面へのバロック」に執着 し、弟子たちをキリス

トとともに食卓へ密集 させ、キリス トが彼 らの前でパ ンを祝福す る。ユ ダは著 しく列

外 に落伍 している。ルーベ ンスの旺盛 な脚色を退け、 レンブラン トは小 さい晩餐、つ

まり 「エマオの夕餐」の場面へ 向か う。 レオナル ドの 「晩餐」 における本来の核心、

ユ ダの発言(裏 切 りの告知)が 放棄 されているのであ る。 レンブラ ン トは ます ます
(9)

「内面へのバ ロック」へ傾 き、少数の人物の会合 によって強い集中を可能にする。

宮田光雄 は、1642年 の最愛の妻サスキアの死 と母の死、子 どもたちの死 に続 く、世

間的名声の失墜と財産の喪失などか らくる苦難により、レンブラン トの内部に深い革

新が始 ま り、当時の人々が価値 を認めるものか ら離れて、内面的にな り、その心が聖

書へ、イエスへ と向けられてい くことを指摘する。
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この痛 烈 な打 撃 に加 え、 レ ンブ ラン トの絵 画 に現 われ て きた内面 化 の画風 は時代 の流 行

か ら疎 ん じ られ た。彼 の 中 に深 い革新 が始 まる。 当時 の人 々が 価値 を認 め る いっ さい の も

のか ら離 れ、 い っそ う内面 的 に なる。 レ ンブ ラ ン トの 心 は聖書 へ、 イエ スへ と向 け られて

い く。そ れ まで も聖書 的 テ ーマ は多 か った が、 「ラザ ロの復 活 」 の よ うに、劇 的 な事 件 と

(io>

して の画題 で あ って、外 面 的で あ った。

当 時の 流行 は外 観 、外面 の鮮 明 を好 む方 向 に どん どん傾 き、明快 な線 、 明 るい光 、滑 ら

か な仕 上 げ を、 と。一 方 レンブ ラ ン トの方 は 殴 り描 きで塗 りつ け られ 、何 か を暗示 した下

に途切 れ る破 線、 明滅 す る光 、そ して挑 発 と しか見 えな い未完 成 な ま まの仕 上 げ に は まっ

(ii>
てい った。

本論では、 この レンブラン トの制作態度 内面へのバロ ックと名付け られるもの

が ミル トンの詩風 と相通 じることを、二人の描 くイエス像 を分析することによっ

て明 らか にしたいと思 う。 ミル トンもレンブラン ト同様、人生の苦境が起因 となっ

て、内なる 目に沈潜 してい く。1652年 の全盲 とい う苦難で、外光 を失った彼は天上の

光、内なる光を希求する。作者が内面の 目を追求 して内面の 目で描 くと、作品は内面

へのバ ロック性 を帯 びる。

まず、 ミル トンのイエス像 を探究 しよう。 ミル トンにおいて子 なる神の映像 は二つ

に分け られる。『失楽園』(ParadiseLost)で は受肉以前(preincarnate)の 霊的存在

子 なる神 であ り、『復楽園』(ParadiseRegained)で は肉体 を備 えた(incarnate)人

間イエスである。 『失楽園』において、ミル トンは 〈三位一体〉という考 えを排 しつつ、

子 なる神は父なる神 に限 りな く近い霊的存在 として描 く。子 なる神は父なる神の代行

として、天地創造や人間創造、後 に人問審判を施行する。その神の子像 をミル トンは

聖書の記述 に依拠 しつつ、霊的存在 として姿形の影像 を描 出せず、〈声〉によって表

現する。 しか し、アダムとイヴの目には、大天使 ラファエルや ミカエルがそ うである

ように、イエスは目に見 える存在 として現れている。

『復楽園」 における神 の子はイエス とい う歴史的人間である。 ミル トンの描写は彼

自身の明言するとおり聖書の記述に忠実で、カトリックの伝統や図像学(iconography)

とは無縁である。イエスは福音書の記述に基づいて造形され、それ も公生活へ踏み出

した最初の短い期間のエピソー ドに限定 される。つまり、洗礼者 ヨハ ネか ら洗礼 を受

け、荒野に導かれてサ タンの誘惑 を受ける、三福音書における最初の1、2章 に記 さ

れるイエスである。 『失楽 園」では受 肉前の天上の霊的存在 としての神の子 を姿形の

ない光 として描 く。 『復楽 園』 における受肉以後の人間イエスは人間であるにも拘 わ

らず、人間としての容貌や容姿の描写はされない。イエスの外面 は無視 され、その内
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面のみが掘 り下げられ、記 される。

『失楽園』 の子なる神 は父なる神の右手で王座 に着 き、

トンは 〈三位一体〉を 「聖書 には記述がない」 と退ける。

光の中に描写 される。 ミル

Now,usingtheevidenceofthegospelitself,whichshouldbeourprincipalfoundation,

andparticularlythatoftheevangelistJohn,whosechiefpurposewastodeclareexplicitly

thenatureoftheSon'sdeity,IshallproceedtodemonstratetheotherpointwhichI

promisedtodealwithinmydivisionofthesubjectabove.Thatis,thattheSonhimself

reportsthathereceivedfromtheFathernotonlythenameofGodandJehovah,butalso

whateverelsehehas.(CPWvi259)

Christ,then,althoughhewasGod,putonhumannature,andwasmadeflesh,butdidnot

ceasetobenumericallyoneChrist.Theologiansareoftheopinionthatthisincarnationis

byfarthegreatestmysteryofourreligion,nexttothatofthethreepersonsexistingin

onedivineessence.Thereis,however,notasinglewordintheBibleaboutthemysteryof

theTrinity,whereastheincarnationisfrequentlyspokenofasamystery:(CPWvi420)

したが って、描写 されるのは、 〈三位一体〉な らぬ父 と子だけの神性である。父 な

る神は光の源であ り目に見えない。子 なる神は父なる神の 目に見 える反映であるはず

だが、光の中に描かれるのみで、 目に見える姿 としては描かれない。

TheeFatherfirsttheysungomnipotent,

Immutable,immortal,infinite,

Eternalking;theeauthorofallbeing,

Fountainoflight,thyselfinvisible

Amidstthegloriousbrightnesswherethousit'st

Thronedinaccessible,butwhenthoushadest

Thefullblazeofthybeams,andthroughacloud

Drawnroundabouttheelikearadiantshrine,

Darkwithexcessivebrightthyskirtsappear,

Yetdazzleheaven,thatbrightestseraphim

Approachnot,butwithbothwingsveiltheireyes.

Theenexttheysangofallcreationfirst,

BegottenSon,divinesimilitude,
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Inwhoseconspicuouscountenance,withoutcloud

Madevisible,thealmightyFathershines,

Whomelsenocreaturecanbehold;onthee

Impressedtheeffulgenceofhisgloryabides,

TransfusedontheehisampleSpiritrests. (PL3372-89)

theFatherinfinite,

BywhominblissembosomedsattheSon,

Amidstasfromaflamingmount,whosetop

Brightnesshadmadeinvisible,... (P五5:596-99)

SospaketheFather,andunfoldingbright

Towardtherighthandhisglory,ontheSon

Blazedforthuncloudeddeity;hefull

ResplendentallhisFathermanifest

Expressed, (PL10:63-67)

Thussaying,fromhisradiantseatherose

Ofhighcollateralglory (P五10:85-86)

父の代行 としてサ タンを追討する天使軍の総帥イエスも光のうちに描かれる。

meanwhiletheSon

Onhisgreatexpeditionnowappeared,

Girtwithomnipotence,withradiancecrowned

Ofmajestydivine,sapienceandlove

Immense,andallhisFatherinhimshone. (PL7:192-96)

しか し、 天 地 創 造 と 人 類 創 造 を 施 行 し、 罪 に堕 ち た ア ダ ム と イ ヴ を 審 判 す る と き、

イ エ ス は光 で は 描 か れ な い 。 天 上 の 光 は楽 園 に は届 か な い の で あ る 。 ア ダ ム は 夢 の 中

に 見 た 神 の 姿"adream"(8:292)、"shapedivine"(8:295)を 目覚 め て か ら も見 る 。

夢 で"shapedivine"で あ っ た 姿 は、 目 を 覚 ま す と"Presencedivine"(8:314)と し

て 樹 々 の 問 か ら現 れ る 。 ア ダ ム は そ の"Presencedivine"に ぬ か ず い た と言 う。 し た

が っ て 、 ア ダ ム に は 子 な る神 が 見 え て い る の で あ る 。 だ が 、 読 者 に は 見 え な い 。

一215一



大手前大学論集 第16号(2015)

他方、 「復楽園』 には受肉 した人間イエスの容貌や容姿 の描写 は皆無である。ロー

ランド ・フライ(RolandFrye)も 同様の指摘 をする。 ミル トンはイエスの外面的人

物像を描写 しないで、内面像 を瞑想やサ タンとの議論によって哲学的、文学的、心理

的描写で描 き上げる。つま り、外面の光ではな く内面の光を重視 し、強調 しているの

である。

TheSonofGodisnevergivenaphysicaldescriptioninParadiseRegained.Whetherheis

tallorshort,massiveorlean,blondorbrunet,beardedorcleanshaven,wesimplydonot

learnfromMilton.ThisomissioncannotbeattributedtoProtestantdoctrine,...as

precludingrepresentationsoftheincarnateSon,whichmaybefoundinpicturesby

CalvinistandLutheranartistsalike.ButtheartistwhotoldaBiblicalstoryinlineand

colorofnecessityhadtorepresentChristinphysicalterms,andMiltonwasundernosuch

constraint.Perhapshisreticencewasduetohisknowledgethathehadnofirmhistorical

evidenceastotheactualappearanceofJesus.AsfortheChristofpictorialart,therewas
(12)

arecognizablystandardconception,butwithmarkedvariations.

『復楽園』 の主題 は人類 の照罪、アダム とイヴの堕罪の順いである。教義上、蹟罪

はイエスの受難 と復活である。 『失楽園』第3巻 で、父なる神 は厳 しく恐ろ しい罰 と

順いを要求する。

Hewithhiswholeposteritymustdie,

Dieheorjusticemust;unlessforhim

Someotherable,andaswilling,pay

Therigidsatisfaction,deathfordeath. (PL3209-12)

そ して 、 そ の 罰 を 引 き受 け る の は 子 な る神 で あ る 。 しか し、 第12巻 で 、 そ の 結 果 の 果

た し合 い 、 子 な る神 とサ タ ンの 決 戦 は 天 上 の 戦 争 の よ う な"heroic"な も の で は な い 、

と大 天 使 ミ カ エ ル は ア ダ ム に説 明 す る("Dreamnotoftheirfight,/Asofaduel"PL

l2:386-87)。 そ れ を 受 け て 、 『復 楽 園』 第1巻 で 、 天 使 た ち は 、"Nowent'ringhis

greatduel,notofarms,/Buttovanquishbywisdomhellishwiles"(1:174-75)と 、 子

な る神 とサ タ ンの 決 闘 の 決 着 は知 恵 とい う 内 面 の 力 に よ る こ と を宣 言 す る 。

瞭 罪 が 荒 野 の 誘 惑 で 達 成 さ れ た と す る ミル ト ン の 構 想 は 非 常 に特 異 で 独 創 的 で あ

る 。 ミ ル トン は 「キ リス トの 受 難 」(`ThePassion')と い う 詩 を 未 完 成 の ま ま残 し て

(13)

いる。受難はミル トンの詩想 にそわない。受難は、当時の反宗教改革の芝居 じみた絵
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画 や 、 ドラマ テ ィ ッ ク な 外 面 的 映 像 を 触 発 す る が 、 誘 惑 は 目 に見 え な い 内 面 の 問 題 で

あ る 。 『復 楽 園 』 は 内 面 的 描 写 に 富 む 。 『復 楽 園 』 の 外 面 的 映 像 、 背 景 は 荒 涼 と し た

("thewastewilderness"PR1:7)、 砂 漠 の よ う な 、色 彩 の な い 世 界 で あ る(1:193,296;

2:109,241,271,416;3:264;4:465)。 そ の 荒 野 を 舞 台 に 、 イ エ ス とサ タ ン の 議 論 の 攻

防 が 繰 り広 げ られ る 。

前 述 の ご と く、 人 間 イ エ ス の 映 像 は 具 体 的 、 外 面 的 で は な く、 精 神 的 、 内 面 的 、 哲

学 的 で あ る 。 描 写 の な い イ エ ス の 容 貌 に対 し、 サ タ ンの 容 貌 は、 石 を 差 し 出 す 老 農 夫

(PRl:314-18)と し て も、 饗 宴 に 侍 る都 会 の ダ ンデ ィ な 青 年(PR2:352-3)と し て

も具 体 的 に 詳 細 に描 か れ る 。 サ タ ンは 次 々 と誘 惑 を提 供 す る 。 プ ラ ー ツ は フ ロ ベ ー ル

(14)

の 『聖アン トワーヌの誘惑』 との対照をあげる。豪華な食卓 を供 し、この世の名声、

栄光を議論 し、ローマの栄華 を繰 り広 げ、嵐を巻 き起 こし、アテネの哲学や文学 を賛

美する。最後にエルサ レムの尖塔のてっぺ んヘ イエスを運ぶ。 この一連のサ タンの行

動 は外面的バロ ックである。

Withthat(suchpowerwasgivenhimthen)hetook

TheSonofGoduptoamountainhigh,

Itwasamountainatwhoseverdantfeet

Aspaciousplainoutstretchedincircuitwide

Laypleasant; (PR3:251-54)

HebroughtourSaviourtothewesternside

Ofthathighmountain,whencehemightbehold

Anotherplain,longbutinbreadthnotwide; (PR4:25-27)

Sosayinghetook(forstillheknewhispower

Notyetexpired)andtothewilderness

BroughtbacktheSonofGod,andlefthimthere,(..,:394-96)

Sosayinghecaughthimup,andwithoutwing

Ofhippogriffborethrough,theairsublime

Overthewildernessando'ertheplain;

TillunderneaththemfairJerusalem,

Theholycityliftedhighhertowers,

AndhigheryetthegloriousTemplereared
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Herpile,faroffappearinglikeamount

Ofalabaster,toppedwithgoldenspires:

Thereonthehighestpinnacleheset

TheSonofGod; (PR4541-50)

イエスはサタンの展開す る外面的栄光を拒絶 し、内面の重要性 を強調する。

Nordoththisgrandeurandmajesticshow

Ofluxury,thoughcalledmagnificence,

Morethanofarmsbefore,alluremineeyes.

Muchlessmymind; (PR4110-13)

Hewhoreceives

Lightfromabove,fromthefountainoflight,

Nootherdoctrineneeds,thoughgrantedtrue; (PR4:288-90)

イエ スの 容 貌 を表 現 す る形 容 詞 は全 くない が 、サ タンを論 駁 す る態 度 の 副 詞("sternly",

"sharpl
y","temperately","patiently","calmly","fervently","unmoved")は 豊 富 で 、

イ エ ス の 人 格 を 彷 彿 と させ る 。 「復 楽 園』 で 最 初 に登 場 す る イ エ ス は人 目 に 立 た な い 、

無 名 の ナ ザ レ人 で あ る。 す で に30歳 に 達 し て い る は ず だ が 、 「今 青 春 の 盛 りの 年 齢 」

で 、 「徳 と恩 寵 と知 恵 」 に 満 ち て い る と描 写 さ れ る。

Buthisgrowthnowtoyouth'sfullflower,displaying

Allvirtue,graceandwisdomtoachieve

Thingshighest,greatest,(PRl:67-69)

サ タ ン もイ エ ス を見 て 、 人 間 と見 え る の に 「そ の 顔 に は 父 な る神 の 栄 光 が 輝 い て い る

("formanheseems/Inallhislineaments,thoughinhisface/Theglimpsesofhis

father'sgloryshine."PR1:91-93)」 と疑 心 を抱 く。 だ が 、 「そ の 顔 」 の 具 体 的 描 写 は

な く、 内 面 的 美 徳 と知 恵 に 言 及 す る の み で あ る 。

そ して 、 蹟 罪 の 達 成 され る 瞬 間 が 来 る 。 エ ル サ レ ム の 尖 塔 上 で の 、 言 葉 に よ る イ エ

ス の 勝 利 で あ る 。

TowhomthusJesus:Alsoitiswritten,
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TemptnottheLordthyGod,hesaidandstood.

ButSatansmittenwithamazementfell (PR4560-62)

その後即座 に、天使の群 はイエスを安全な場所 に移 し、天上の食事を供 し、

の子なる神への賛歌そのままの賛歌を人間イエスに捧げる。

TrueimageoftheFatherwhetherthroned

Inthebosomofbliss,andlightoflight

Conceiving,orremotefromheaven,enshrined

Infleshlytabernacle,andhumanform,

Wanderingthewilderness,whateverplace,

Habit,orstate,ormotion,stillexpressing

TheSonofGod,withgodlikeforceendued

AgainsttheattempterofthyFather'sthrone,

AndthiefofParadise;

『失楽園』

(PR4:596-604)

この場面によって、サタンや弟子たちや母マ リア、さらに読者の抱 く疑問は払拭 され、

イエスのメシア性、神性が証明 される。生身の人間イエスを天上の神の子 に変容 させ

るのである。その天使たちの動 きはバ ロック的乱舞である。 レンブラントの 「羊飼い

へのお告げ」の天使軍の乱舞 に共通の動 きである。

SoSatanfellandstraightafieryglobe

Ofangelsonfullsailofwingflewnigh,

Whoontheirplumyvansreceivedhimsoft

Fromhisuneasystation,andupbore

Asonafloatingcouchthroughtheblitheair,

Theninafloweryvalleysethimdown

Onagreenbank,andsetbeforehimspread

Atableofcelestialfood,divine, (PR4581-88)

ジ ェ フ リー ・ス ペ ンサ ー(JeffrySpencer)は 次 の よ う に解 説 す る。

AnotherqualityMiltonshareswiththetwoaforementionedartists(AndreaSacchi,

1599-1661,PietrodaCortona,1596-1669,whoseworkhesawattheBarberiniPalace)isan
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instinctiveappreciationforthecontributionofchiaroscuroeffectstosuchcosmic

landscapes:deepeningthesenseofmystery,heighteningthedramaticimpact,and

intensifyingthematicpolaritieslikegoodandevil,salvationanddamnation,wisdomand

ignorance....Inadditiontotheuseofvarioustypesofpictorialpersonificationandthe

extensiveemploymentofchiaroscuro,Miltonresemblesbaroquepaintersinthefrequency

withwhichheincorporatesmovementintohisscenes.Thismovementisinvariably

vertical;itisalsohighlydramatic‐soaringorplungingangelstesttheboundariesofa

(15)

limitlessuniverse.

レンブラン トには ミル トンの ような受肉以前の虚構の子なる神の像 はないが、復活

後のイエスは、霊 と肉 との境界にある存在 と言える。復活後のイエスの出現は四福音

書 の各最終章に記述 される。イエス自身は 「亡霊 ではない」 と飲 み食いするこ とに

よって証明するものの、鍵のかかった部屋 に集まる弟子 たちの問に突如立 った り、エ

マオに向かう道の途中で加わって、消 えた り、出没の変幻が自在である。生前のイエ

スとは異なる霊的存在の要素を持つ。

レンブラントのイエスは死 と復活によって二分 され、区別 して描かれる。 ミル トン

のイエス同様、霊的存在 と人間存在 との二面を持つ。復活以前は肉体 を持 った人間存

在であ り、復活後は霊的存在である。人間イエスは福音書 どお りの 日常的言動 によっ

て、復活後 は非 日常的顕現によって描かれる。生前のイエスは暗いグ レー(色 のない

色)の 衣服 を纏い、復活後のイエスは白装束で光に包 まれている。あるいは、ケンブ

リッジのフィッツウィリアム美術館 の 「エマオの夕餐」(1648)の ように、光その も

のとして描かれる。

レ ンブラ ン トは復活後 のイエ スに と りわ け深 い関心 を示 し、「聖 トマス の不信」

(1634)、 「キリス トの復活」(1635-39)、 「キ リス トの昇天」(1636)、 「エマ オの夕餐」

は傑作である。特に、「エマオの夕餐」はお気 に入 りのテーマで繰 り返 し描いている。

ミル トンが 「失楽園』で受肉以前の霊である神の子を光の中に描 くように、 レンブ

ラントは死後復活 したイエスを光の中に描写する。「キリス トの復活」(1639)は 他 に

類のない構想、表出である。福音書 どお り、墓 にはキリス トの遺体はなく、天使が復

活 を告げる。だが、枢の上に翼 を広げて光 り輝 く天使は、死 に勝利 して復活 したキリ

ス トの姿 を比喩的に描いているとも言える。墓か ら輝か しく昇る、凱旋のイエス を描

くルーベ ンス ら先人たちとは大いに異 なる発想で、内面へのバロ ックの面 目躍如たる

ものがある。

「キ リス トの昇天」(1636)は 燦然 と輝 く光の中に光その もののイエスが天を仰いで

立つ。ティツィアーノの 「マリアの被昇天」をモデルに描いた もので、イエスが仰 ぎ
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見 て昇って行 こうとする天上には、光の中に聖霊がいる。ティツィアーノでは三位一

体の父なる神が描かれていた箇所 を、 レンブラントは聖霊に代えて、光で表わ してい

る。 ミル トン同様 〈三位一体〉 を避けたのである。ガン トナーは 「聖なる もの と永遠

なるものの眺めへの沈潜が、完全 に内面化 された表出で、その表出をレンブラントは、

光の助 けによって力づけようとしている。魔術的な可能1生を持つ16)1'-Jと説明する。

「エマオの夕餐」(1628)の 彩画では、イエスは圧倒 されるばか りの光で描かれてい

る。黄金の光だけのイエスのシルエ ッ トは、イエスが正体を明か して消え去る瞬間で

ある。ケ ンブリッジの フィッツウィリアム美術館のエマオ素描(1648)は 超地上的な

出来事 を描 き、聖な るものの可視化 を表現す る。「彼 は彼 らの前か ら消 えた」(`He

vanishedoutoftheirsights')と 題 され、イエスのいた場所 が炸裂す る光だけになっ

ている。「美術の歴 史において初めて、キ リス トが二人の弟子 たちのまえでひとつの
(17)

光輝に解体するその刹那が描写 される」のである。1654年 のエ ッチ ング 「エマオの夕

餐」のイエスは姿 こそ消 してはいないが、全身か ら光 を放って、生前のイエスを描 く

もの とは違 う。表情 も神性を帯びた無表情である。

言語 によって抽象的に表現で きる詩人 と違って、画家は具体的にイエスをカ ンバス

に描出 しなければな らない。

レンブラン トのイエス像は色 も線 も単純である。彩画もエ ッチング も素描 も同様の

体型 と衣服 とヘ アス タイルの映像 である。外面の描写 よ り、内面の表現 に焦点が 当

たっている。イエスの容姿 と顔貌の内奥にある ものが滲み出ている。すべ てはキアロ

スクーロの活用で効果的である。

最 も有名 な 「百グルデン版」のイエスの表情 はおそ らくレンブラン トの抱 くイエス

像 の絶頂 の表出であろうと言われる。「そ こには レンブラ ントのキ リス ト観 の特徴が
(is>

あ らわ れ て い る 」 とヘ ル マ ン ・バ ル トは言 う 。

そ れ まで のキ リス ト教美 術 で は、福 音書 の テー マ としては、 イ エス の誕 生 と十字 架 に集

中 しが ちで した。 レ ンブラ ン トのテ ーマ はそ れか らす る と、 まっ た く新 しい特 異 な事実 だ
(19)

と言 うの です。

「百 グル デ ン版」 の キ リス トは、一 六 四八 年 か ら一 六五 〇 年 のあ い だ の時期 に制作 され

ま した。 レンブ ラ ン トの生 涯 にお け る重大 な転 換 が始 まって数 年後 の こ とです 。 こ こに描

かれ た イエ ス は、 な お少 しばか り 《理 想化 》 され てい る とは い え、す で に聖書 の記 事 に近

い イエ ス像 を示 して い ます 。 それ は、 け っ して勝 ち誇 る よ う な英 雄 的 な姿 で は あ りませ

ん。 ルー ベ ンス に代表 され る よう に、 当 時、 反宗教 改 革 の芸術 は、 教会 の勝 利 を確 信 させ

(zo>

るた め、教 会 を、 さ らに イエス を、栄 光化 して描 きま した。
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彩画で、広大 な背景(神 殿 などの建物)の 中に人物たちを小 さく詳細に配 して、一

人ひとりの人物像 より、主題であるエピソー ドが強調 される。そこで発せ られる言葉

や行われる会話さえ見える。光のあたる部分は必ず しも一か所だけではな く、画面の

大半を占める影と闇の部分 と絶妙 な対照 を成 している。キアロスクーロの活用 はこの
(21>

上 な く巧 み で あ る 。 「貢 の 金 」(1629)で は イ エ ス と フ ァ リ サ イ 人 に 、 「ラザ ロ の復 活 」

(1630)で は イ エ ス とマ ル タ に 、 「神 殿 の イ エ ス の 奉 献 」(1631)で は イ エ ス と 母 マ リ

ア と預 言 者 シ メ オ ン に、 「姦 淫 の 女 」(1644)で は イ エ ス と女 に光 が 当 た る 。 な お 、 荒

野 の 誘 惑 の 素 描 は 『復 楽 園 』 の イ エ ス の 静 誼 と イ エ ス に 詰 め 寄 る サ タ ンの 振 舞 い を見

事 に 映 像 化 して い る 。

ミル トン もキ ア ロ ス クー ロ に優 れ て い る 。 だ が 、 同 時 に 一 画 面 に光 と闇 を 表 現 し な

け れ ば な らな い 画 家 と は異 な り、 詩 人 は 時 間 的 幅 を も っ て 明 暗 を 示 す こ と が で き る 。

た と え ば 、"Itwasthehourofnight"(PR2:260)の20行 あ とで 、"TheMorn's

approach"(2:281)と 夜 と朝 、 闇 と光 を 表 現 す る。 ま た 、"Thuspassedthenightso

foultillmorningfair/Cameforthwithpilgrimstepsinamicegrey;"(PR4:426-27),

"Fairmorning
yetbetidestheeSonofGod,/Afteradismalnight;"(・.,:451-52)な

ど。

アンツ ・オラスは 「本質的なものだけを照 らして他 をすべて薄明か闇に委ねるミル

トンは レンブラン ト的である。詩人は、画家同様、 目前 にあるものの彼方を見る。前

景の背後には、探索 し探検すべ き深遠 な背景があ り、貫 くべ き薄暗が りがあ り、時に

は、生 き返 らせ 目に見えるようにすべ き暗闇の領域がある」 と解説する。

Milton,ontheotherhand,seemedtomelikeRembrandt,illuminatingonlyessentialsand

leavingtherestintwilightordarkness,perhapsimpenetrablebuthauntinglyalive....

MarioPrazhasfoundMiltontoresemblePoussin,andIagreewithhimthatthisis

frequentlytrue,althoughthepointsofresemblanceIwouldemphasizearedifferent,...

Placingeverythinginperspective,they(Rembrandt,PoussinandClaudeLorrain)loveto

suggestdistanceanddepth,muchasMiltondoesbythedifferentmeansofhisverbalart.

HemayneverhaveseenanyPoussin,ClaudeLorrain,orRembrandtbutthefactofhis

affinitywiththeseclosecontemporariesshouldbedifficulttodeny.Thepoet,likethe

painters,looksbeyondtheimmediate;behindtheforeground,therearedepthsof

backgroundtobesearchedandexplored,obscuritiestobepenetrated,andsometimes,
(22)

areasofdarknesstobebroughttolifeandmadestrangelyvisible.
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内面へのバ ロック

このように、 ミル トンとレンブラン トのバロ ック期におけるプロテスタン ト芸術家

としての特徴を考察 し、その共通点、類似点を探 ると、 『復楽園』が内面の 目で、イ

エスの内面性を重ん じて制作 された内面へのバロック的作品であることが明 らかにな

る。ひいては、叙事詩に要求される ドラマティックで ヒロイ ックな魅力に欠けるとい

う責めは拭い去 られるであろう。
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